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竹
林
保
全
気
が
付
け
ば
「
ゆ
で
ガ
エ
ル
」
！ 

 

！ 

 

コ
ロ
ナ
で
浮
き
彫
り
、
課
題
と
展
望
！ 

竹
林
の
定
期
検
診
と
健
康
管
理 

放
置
竹
林
問
題
に
端
を
発
し
た
市
民
参
加
型
の
保
全
活
動
が
始
ま
っ
て
20
年
超
、

再
生
さ
れ
た
か
に
見
え
る
竹
林
で
す
が
課
題
も
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
再
び
人

の
手
が
入
り
、
管
理
さ
れ
て
き
た
竹
林
は
今
ど
ん
な
状
況
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。 

近
頃
の
間
伐
風
景 

一
二
月
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の

間
伐
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

大
型
の
竹
を
チ
ェ
ン
ソ
ー
の

一
人
が
伐
採
し
た
竹
を
他
の

十
人
で
処
理
す
る
作
業
で
し

た
。
２
時
間
で
60
本
余
り
の
竹

を
整
備
し
ま
し
た
。
二
月
に
は

マ
ダ
ケ
の
間
伐
作
業
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
小
型
化

し
た
竹
の
再
生
途
上
に
あ
る

竹
林
で
手
鋸
を
使
い
３
時
間

余
り
で
60
本
ほ
ど
の
竹
を
一

人
で
伐
採
処
理
出
来
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
今
日
で
は
当
た
り

前
の
作
業
風
景
で
す
。 

変
化
を
続
け
る
竹
林 

「
近
頃
、
年
の
せ
い
か
モ
ウ

ソ
ウ
チ
ク
を
切
る
の
が
大
変

に
な
っ
た
」
と
い
う
声
を
聞
き

ま
す
。
放
置
竹
林
に
初
め
て
手

を
入
れ
て
か
ら
26
年
間
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
団

体
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
一
年

目
の
一
九
九
五
年
生
ま
れ
の

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
平
均
直
径

は
８
㎝
で
し
た
。
そ
れ
が
二
〇

二
一
年
に
は
13
㎝
と
実
に
1.6

倍
に
大
型
化
し
て
い
ま
す
。
竹

１
本
の
重
さ
が
直
径
８
㎝
で

14
㎏
、
13
㎝
で
40
㎏
と
言
わ

れ
て
お
り
、
実
に
2.9
倍
に
変
化

し
て
い
ま
す
。
決
し
て
年
の
所

為
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
密

度
管
理
の
徹
底
で
竹
は
ゆ
っ

く
り
と
大
き
く
な
っ
て
い
た

の
で
す
。 

一
方
で
大
き
く
な
っ
た
竹

が
、
こ
の
頃
小
さ
く
な
っ
た
と

い
う
事
例
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
合
は
伐
り
す
ぎ

や
筍
の
取
り
す
ぎ
が
原
因
で

竹
林
が
小
型
化
し
た
の
で
す
。 

定
期
検
診
の
必
要
性 

「
竹
林
の
今
の
状
態
が
正
し

い
か
不
安
だ
」
と
い
う
疑
問
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
毎
年
同
じ

作
業
を
繰
り
返
し
て
い
て
も

自
然
は
変
化
し
て
行
き
ま
す
。

人
間
は
急
な
変
化
は
気
付
く

が
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
変
化
は

見
過
ご
し
が
ち
で
す
。
「
ゆ
で

ガ
エ
ル
」
に
な
ら
な
い
た
め
に

も
竹
林
の
定
期
検
診
を
お
薦

め
し
ま
す
。
目
標
と
違
う
結
果

が
出
た
場
合
は
保
全
方
法
を

見
直
し
、
軌
道
修
正
を
図
り
な

が
ら
竹
林
整
備
を
続
け
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

理
事
長 

平
石 

眞
司 

１
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小
机
城
址
支
部 

 
年
末
作
業
は
年
明
け
の 

竹
垣
改
修
に
向
け
、
竹
穂 

垣
及
び
四
ツ
目
垣
の
傷
ん 

だ
部
分
を
解
体
し
ま
し
た
。 

寒
肥
は
Ｆ
地
区
（
メ
イ
ン 

会
場
）
中
心
に
化
成
肥
料

を
撒
き
ま
し
た
。 

年
明
け
は
灯
籠
の
割
り
作 

業
を
続
け
メ
イ
ン
会
場
の 

残
り
と
Ａ
地
区
を
終
わ
ら 

せ
、
前
回
最
奥
の
Ｅ
地
区

に
作
っ
た
大
津
垣
横
張
り

の
囲
い
の
中
に
メ
イ
ン
会

場
で
割
っ
た
灯
籠
を
集
積

し
ま
し
た
。
更
に
Ａ
地
区

は2
0
1
9

年
２
月
に
作
っ

た
大
が
か
り
な
土
留
め
の

前
面
に
遮
蔽
垣
と
し
て
竹

枝
を
上
下
２
段
に
し
た
竹

穂
垣
を
作
り
、
小
机
城
址

入
口
か
ら
の
土
留
め
の
目

隠
し
と
し
ま
し
た
。 

１
月
22
日
は
午
前
中
で
作 

業
を
終
わ
り
、
午
後
か
ら 

小
机
商
店
街
協
同
組
合
会 

館
を
お
借
り
し
て
新
年
会 

を
行
い
ま
し
た
。 

１
月
29
日
は
竹
垣
改
修
を 

行
い
、
散
策
路
北
側
の
竹 

穂
垣
３
ス
パ
ン
と
対
面
の 

四
ツ
目
垣
２
ス
パ
ン
を
２ 

班
に
分
か
れ
ど
ち
ら
も
完 

成
さ
せ
ま
し
た
。 

 

報
告
：
荻
原
三
男 

  

横
浜
国
際
プ
ー
ル
支
部 

 

昨
年
末
は
サ
ブ
プ
ー
ル 

前
の
法
面
で
レ
ー
キ
を
片 

手
に
一
列
に
並
び
、
踏
ん 

ば
っ
て
笹
葉
の
落
葉
掻
き 

で
し
た
。
今
後
の
間
伐
安 

全
作
業
を
期
し
て
の
処
理 

で
、
化
成
肥
料
を
撒
布
し 

て
竹
垣
改
修
予
定
部
の
解 

体
も
終
え
ま
し
た
。
お
わ 

っ
て
近
く
の
Ｍ
さ
ん
宅
に 

お
邪
魔
を
し
て
、
竹
フ
ァ 

ン
で
酒
フ
ァ
ン
の
面
々
が 

一
年
の
振
返
り
を
し
ま
し 

た
。 新

年
は
地
域
と
の
協
働 

で
も
あ
る
「
北
山
田
町
内 

会
ど
ん
ど
焼
き
」
か
ら
始 

動
、
竹
林
で
は
傷
ん
だ
園 

路
の
四
ツ
目
垣
を
胴
縁
二 

段
式
で
改
修
し
た
。 

間
伐
の
本
番
は
事
前
に 

蛍
光
マ
ー
キ
ン
グ
テ
ー
プ 

を
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
130
本

に
巻
き
2
月
12
日
か
ら

着
手
。
こ
れ
ら
の
材
は
4 

月
の
第
2
土
曜
日
、
第

16
回
「
横
浜
国
際
プ
ー
ル

竹
灯
籠
ま
つ
り
林
浴
の
庭
」 

と
来
年
以
降
の
「
ど
ん
ど 

焼
き
」
に
利
活
用
し
ま
す
。 

4
月
8
日
の
竹
灯
籠
ま

つ
り
に
向
け
た
間
伐
、
竹

灯
籠
つ
く
り
、
設
置
と
つ

づ
く
活
動
に
竹
取
協
力
隊

や
一
般
市
民
の
方
、
た
く

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 

担
当
：
根
岸
秀
行 

 

こ
ど
も
の
国
支
部 

各
地
に
広
が
る
「
ナ
ラ

枯
れ
」
は
園
内
各
所
に
も

被
害
を
も
た
ら
し
、
私
た

ち
竹
林
整
備
を
担
当
す
る

施
設
管
理
課
職
員
も
そ
の

対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

強
風
の
あ
る
日
、
間
伐
竹

を
集
積
処
理
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
大
径
木
の
枯
れ
枝

が
落
下
。
会
員
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
す
め
足
先
に
３

メ
ー
ト
ル
程
の
枝
が
ド
ス

ン
。
年
明
け
早
々
の
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
に
改
め
て
気

を
引
き
締
め
ま
し
た
。
さ

て
年
に
一
度
の
土
曜
日
開

催
、
今
年
は
穏
や
か
な
立

春
の
日
。
こ
の
日
に
特
化

し
て
参
加
す
る
方
に
協
力

隊
初
参
加
の
方
、
５
年
生

と
２
年
生
の
小
学
生
姉
妹

な
ど
多
彩
な
人
た
ち
で
マ

ダ
ケ
林
の
極
細
竹
と
て
ん

ぐ
巣
病
竹
の
除
去
を
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

見
上
げ
る
と
コ
ブ
シ
の
花

と
足
下
に
は
可
憐
な
ス
ミ

レ…
…

楽
し
み
で
す
。 

        

担
当
：
丹
治 

薫 

中
井
町
支
部 

 

当
ク
ラ
ブ
が
整
備
し
て

い
る
４
カ
所
の
フ
ィ
ー
ル

ド
の
中
で
、
中
井
町
半
分

形
に
は
、
真
竹
だ
け
が
生

え
て
い
る
所
で
す
。 

現
在
も
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
て
い
る
竹
林
で
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
状
態
を

持
続
出
来
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
行
き
ま
す
。
他
の
フ

ィ
ー
ル
ド
と
は
違
っ
た
趣

の
あ
る
中
井
町
半
分
形
へ
、

是
非
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

担
当
：
榮 

千
彰 

 

山
田
富
士
公
園 

ど
ん
ど
焼
き

協
力 

 

１
月
８
日
朝
か
ら

晴
天
の
「
ど
ん
ど
焼

き
」
開
催
で
す
。
横

浜
国
際
プ
ー
ル
下
の

山
田
富
士
公
園
の
一 

画
で
は
早
く
も
紅
梅
が
花

開
く
な
か
、
広
場
に
３
ｍ

四
方
の
や
ぐ
ら
組
立
用
の

古
竹
材
を
運
搬
し
、
前
日

に
切
っ
た
4
本
の
隅
柱

は
長
さ
8.5
ｍ
の
若
竹
を

地
元
造
園
会
社
の
ユ
ニ
ッ

ク
車
で
立
て
た
が
、
な
か

な
か
中
心
が
合
わ
ず
に
傾

き
調
整
に
苦
労
し
た
が
下

部
の
切
断
、
中
段
の
水
平

筋
交
い
竹
を
取
付
け
、
周

囲
を
枯
竹
で
囲
ん
で
や
ぐ

ら
が
完
成
。
住
民
の
持
ち

寄
る
正
月
飾
り
や
し
め
縄

等
が
取
り
つ
く
と
素
晴
ら

し
い
満
艦
飾
に
な
り
ま
し

た
。
午
後
1
時
半
に
、
北

山
田
消
防
団
員
の
手
で
着

火
と
な
り
ま
し
た
。
会
場

で
は
認
知
症
迷
子
の
発
見

ア
プ
リ
登
録
を
行
い
、
地

元
住
民
で
助
け
あ
う
連
絡

網
が
確
立
し
た
と
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 

報
告
：
石
井
明
男 

２ 



あたたかい「よこはま夢ファンド」ご寄付が役立っています！ 
皆様からの寄付金を積み立てて、よこはま夢ファンドに登録された NPO 法人の公益的活動への助成など、横浜市内で活動する市
民活動団体の支援に活用されている基金です。 
助成金活用実績と今後の予定、・2021 年度：竹林の保全育成事業（都筑折本）、竹の学校事業「親子体験講座」、同「筍料理講座」 ・
2022 年度：竹の学校事業「親子体験講座」 ・2023 年度実施予定（申請中）：竹の学校事業講座  
今年も 「よこはま夢ファンド」で 応援してください！ 支援指定をいただけるご寄付の方は、寄付申込書（Word 様式）をダウンロー
ドしご記入の上、 ファクス・Ｅメール添付又は郵送で横浜市にお送りください。 寄付申込書のダウンロードは ⇒ 横浜市－ト
ップページ ⇒ よこはま夢ファンド 検索 ⇒ ※市民活動推進基金とは ⇒ ※ 寄付をお考えの方にページ ⇒ 寄付申込書
（Word）。  
〈寄附申込み書の送付先〉 横浜市市民局市民協働推進課よこはま夢ファンド担当 〒231-0005 横浜市中区本町 6-50-10 ファク
ス：045－223－2032  Ｅメール: sh-fund@city.yokohama.jp （寄附申込み書 の添付が可能）。その他インターネット寄付申込
書フォーム（ふるさとチョイス外部サイト、15･環境保全のための活用に協力したい）からもできます。日本の竹ファンクラブ
では正会員特典を設けています。正会員が寄付時に希望する活用団体名を、日本の竹ファンクラブ（希望活動分野： 1．保健､
福祉､子ども  2．まちづくり､環境  3．文化､スポーツ）と指定し、 且つ 10,000 円以上寄付された場合は、当該年度の年会費
2,000 円が免除（返金）となるので、納付書等のコピーを事務局へ送付とご連絡をください。寄付していただくと、税制上（所
得税、住民税）の優遇措置が受けられます。 

 

 

  

 

  か 

2023年度総会６月18日（日）開催  

2022年度総会を下記の通り開催します。 

別途案内状を差し上げますのでご出席下さい。 

日時 2023年６月18日（日）13:00～14:00 

場所 城郷小机地区センター 

内容 総会 主な議題 

① 2022年度事業報告並びに収支決算・ 

監査報告 

② 2023年度事業計画並びに収支予算書 

３
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活動報告 

２月 25 日 森林づくり活動団体・グループ交流会 

２月26日 理事会 

２月26日 通信春号発行  

 

 

 
令和５年度会費納入のお願い！ 

４月は会費更新の月です。 

継続してクラブの活動をご支援下さい。 

会員種別を明記の上お申し込みください。 

 

◆入会金 1,000円 

（新規入会の正会員希望の方のみ、継続会員は不要） 

◆会費種別 正会員 個人2,000円 

（入会して、総会の議決権を持つ個人） 

準会員 正会員の家族1,000円、学生1,000円  

（入会し、総会の議決権を持たない個人） 

賛助会員 個人3,000円、法人以外の団体5,000円  

法人30,000円（各一口以上） 

（活動を支援するために入会した個人、法人及び法人以

外の団体で、総会の議決権を持たない） 

◆＜振込先＞郵便振替 00270-0-69084    

 特定非営利活動法人 日本の竹ファンクラブ 

 

 

第16回 横浜国際プール 林浴の庭 

「竹灯籠まつり」 に参加しましょう ! 

本年も下記の通り「竹灯籠まつり」を開催します。 

準備も含め作業日数が非常に多くなっています。 

出来るだけ多く参加して下さるようお願い致します。   

■4 月 8 日（土） 

（雨天の場合翌９日に順延） 

■準備期間・前日・当日のスタッフ募集中です。 

お手伝いいただける方は同封の申込書に必要事項を 

記入の上、事務局までお申込み下さい。 

1ページ竹の子の穂先写真      左：マダケ、中：ハチク、右：モウソウチク 

 

新入会員紹介 下線は竹取協力隊入隊者（敬称略） 

◆無し  

 

 左：ハチク 右：マダケ 



予定表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 1 日（土） 

協力隊 

横浜国際プール 

竹灯籠設置        10：00～15：00 

4月 7 日（金） 

協力隊 

横浜国際プール  

まつり前日準備       10：00～15：00 

4月 8 日（土） 

イベント 

横浜国際プール （要事前申込み）         

第 16回竹灯籠まつり   9：00～21：00 

（予備日 10日） 

4月 9 日（日） 

協力隊 

横浜国際プール   

まつり材片付け      10：00～12：00 

（予備日 11日） 

4月 11日（火） 

協力隊 

こどもの国 

親竹の選定と密度管理 10：00～15：00 

4月 13日（木） 

協力隊 

中井町 

竹林整備          10：00～15：00     

4月 15日（土） 

協力隊 

横浜国際プール     10：00～15：00 

竹灯籠割り・チップ化・密度管理      

4月 16日（日） 

協力隊 

小机城址市民の森（要事前申込み） 

たけのこ掘り        10：00～15：00 

4月 21日（金） 

協力隊 

横浜国際プール     10：00～15：00 

竹灯籠割り・チップ化・密度管理   

4月 22日（土） 

協力隊 

小机城址市民の森 

親子竹林学習       10：00～14：00          

4月 23日（日） 

協力隊 

小机城址市民の森（要事前申込） 

たけのこ掘り        10：00～15：00  

4月 25日（火） 

協力隊 

こどもの国   

親竹の選定と密度管理  10：00～15：00 

4月 27日（木） 

協力隊 

中井町 

竹林整備          10：00～15：00 

4月 29日（土） 

協力隊 

横浜国際プール   

竹灯籠チップ化        10：00～15：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月 3日（祝水） 

協力隊 

学校管 

 

小机城址市民の森 

竹林整備と密度管理   10：00～15：00 

講義：竹の由来と生態   9：00～12：00 

実習：穂先筍収穫と竹水作り 13：00～15：00 

5月 9日（火） 

協力隊 

こどもの国         

親竹の選定と密度管理  10：00～15：00 

5月 11日（木） 

協力隊 

中井町   

竹林の整備         10：00～15：00 

5月 14日（日） 

協力隊 

横浜国際プール 

竹林整備・密度管理   10：00～15：00 

5月 20日（土） 

協力隊 

学校管 

 

小机城址市民の森 

若竹伐採          10：00～15：00 

講義：筍の育成と管理  9：00～12：00 

実習：若竹伐採と竹水取水 13：00～15：00 

5月 23日（火） 

協力隊 

こどもの国 

親竹の選定と密度管理  10：00～15：00     

5月 28日（木） 

協力隊 

中井町 

竹林の整備           10：00～15：00 

 

6月 4日（日） 

協力隊 

学校管 

 

小机城址市民の森 

若竹伐採とお礼肥      10：00～15：00 

講義：竹林の管理と育成 9：00～12：00 

実習：若竹伐採とお礼肥 13：00～15：00        

6月 10日（土） 

協力隊 

中井町 

親竹の選定と密度管理 10：00～15：00 

6月 13日（火） 

協力隊 

こどもの国   

親竹の選定と密度管理  10：00～15：00 

6月 22日（木） 

協力隊 

中井町   

親竹の選定と密度管理  10：00～15：00 

6月 25日（日） 

協力隊 

横浜国際プール       10：00～15：00 

若竹伐採と下草刈り（マダケ） 

6月 27日（火） 

協力隊 

こどもの国   

親竹の選定と密度管理 10：00～15：00 

※学校管：竹の学校「竹林管理コース」 ※協力隊：竹取協力隊の定例活動 ※援農隊：竹取援農隊の定例活動  
 

※イベント：詳細はチラシ又はホームページでご覧下さい。 
 
 
 
 
 

竹に関する情報がありましたら、どんなことでも結構です。下記宛にご連絡をお願いいたします。 

E-MAIL:office141@takefan.jp  URL:http://takefan.jp   TEL&FAX 045-306-9993 ４ 
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